






 

I 本研究班発足の経緯 

昭和49年の年末から昭和50年の初頭にかけて,呉市においてサルモネラによる

院内感染症の発生事例があったことに端を発し,広島県においても,新生児院内

感染防止に関する研究と対策を講ずる機運が高まり,厚生省からのアドバイス

もあり,広島大学を中心に,広島県・広島市・呉市の各医師会と広島県衛生部と

の合議による協議会を発足させ,妊産婦及び新生児の保菌状況の実態を把握し,

積極的に感染防止対策を実施する目的で本研究班が発足し研究に着手した。 


